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背景

実証事業の背景と目的

企業が女性特有の健康課題に向き合う必要性が増している一方で、女性の健康課題への取り組みが
経営・人事上の課題に上がっていない企業が過半数を超えている（63.4％ ※）。
企業における優先度を上げるには、女性活躍推進の具体的な施策として導入可能な道筋を示す必要がある

目的 人的資本経営に及ぼす影響を分析することで、企業によるフェムテック活用の促進を目指す

※フェムテック利用動向調査 2022 株式会社nanoni

パナソニック（株）
くらしアプライアンス社

ビューティ・パーソナルケア事業部
（略称 BCBD）
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実施体制

● 城口薫 東京大学総合文化研究科　博士課程
○ イギリスのUniversity of Oxford, University of London SOASに

て、女性の社会進出と卵子凍結保存についての研究後、Plug and 
Playシリコンバレー本社及び日本オフィスで勤務。スタートアッ
プと大企業を繋ぐイノベーション支援をする中で、特に日本で
のFemtechに関する抵抗感の強さを感じ、文化人類学の視点から
新しいテクノロジーや文化の受け入れについての研究をするた
めに2021年より東京大学の博士課程在籍。日本における体や家族
に関わる文化や価値観とその変容を分析することで、まだ新し
いFemtech分野を今度どのように推進できるかの研究予定。

監修医師 
産婦人科医  竹田将人
日本産科婦人科学会 産婦人科専門医。慶應大
学医学部附属病院を経て、複数のクリニックで
産婦人科医としてクリニック診療・当直業務を
担当。国境なき医師団海外派遣スタッフ。
nanoni創業メンバーとして、企業向けセミナー
の講師や医療領域の事業開発を担当。慶應義塾
大学医学部卒業。

東京大学総合文化研究科
博士課程    城口薫
イギリスのUniversity of Oxford, University of London SOASに
て、女性の社会進出と卵子凍結保存についての研究後、Plug and 
Playシリコンバレー本社及び日本オフィスで勤務。スタートアッ
プと大企業を繋ぐイノベーション支援をする中で、特に日本での
Femtechに関する抵抗感の強さを感じ、文化人類学と科学技術社
会の視点から新しいテクノロジーや文化の受け入れについての研
究をするために2021年より東京大学の博士課程在籍。まだ新しい
Femtech分野が産業としてどのように発展し日本社会に受け入れ
られていくのかを研究中。

　パナソニック（株）
くらしアプライアンス社
ビューティ・パーソナル

ケア事業部
（略称 BCBD）

調査監修医療監修

サービス提供

株式会社nanoni

実証先
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実施内容と目標
フェムテック福利厚生プラットフォーム「ケアフル」を提供し、有用性を検証する

実施事項 目標

1. 調査設計・実施 1. 調査設計
2. 調査票の作成
3. 事前アンケートの実施

事前アンケート回答数
（n=50以上）

2.  ケアフルの提供 1. 導入支援
2. ケアフルの提供
3. 事後アンケートの実施

事後アンケート回答数
（n=30以上）

3. 人的資本経営への影響分析 1. エンゲージメントサーベイ実施
2. 各種分析
3. レポート作成・発表

N/A
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事前アンケートの実施

ハイライト

1. 63.9％の女性社員が健康面の課題を感じている
2. 仕事・キャリア形成に影響が出ていると感じている割合も78.7％※

3. 具体的な影響として「業務上、思うように能力発揮できないと感じる」が 29.2%

調査項目

実施期間 回 答 数

経済産業省指定項目＋BCBD・nanoniオリジナル項目（50項目）

9月1日〜9月14日（2週間） 630名（男性394名 女性236名）

5.9%

13.1%

44.9%

22.9%

9.7%

3.4%

※1~10段階の影響度で６以上の回答

あなたは今どの程度
健康面の課題を
感じていますか

現在抱えている健康課
題が仕事・キャリア形
成に及ぼす影響度
（１０段階評価）

健康課題が仕事面に及ぼす影響

特に
なし

その他
思うように
能力を発揮
できない

通常の勤務
形態を維持
できない

キャリア
形成まで

影響される

現在の仕事を
継続できない

60%

40%

20%

0%

55.5%

29.2%

8.1%5.9%6.4% 0.0%

2

3

全体の63.9%

1

0% 25% 50% 75% 100%

影響度６以上の回答 78.7%
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ケアフルの提供内容
月経・妊活・更年期など女性特有の健康課題を包括的にカバーしたソリューションを 5 ヶ月間提供

９月

健康課題が主軸のオンラインセ
ミナーを全６回開催

産婦人科医とのオンライン医療
相談を実施

社内外のユーザーや医師と匿名
で相談できる場を提供

オンラインピル診療や漢方、
AMH検査などの割引クーポンを
配布

セルフチェックや食事療法、オ
ンライン診療など包括的な健康
増進プログラムを提供

セミナー

専門家相談室

健康増進
プログラム

匿名コミュニティ

従業員特典

10月 11月 12月 １月

①
健康課題の
基礎知識

②
更年期

③
月経
・PMS

④
がんの
知識

⑥
キャリア

⑤
睡眠

①
更年期
相談室

②
月経
相談室

更年期
プログラム

期間終了まで継続提供

実施内容
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ケアフルの利用状況 ①

ハイライト

セミナー参加者

累計 1,114 視聴

（アーカイブ 244回含
む）

アカウント作成数  224 件

データ修正中

データ修正中

満足
93.1%

セミナー最終回※1では

97.0%が満足

● セミナーは累計 1,114 回視聴され、平均満足度は 93.1%を達成

● アカウントの作成数は 224 件

全６回
各セミナーの

満足度平均

セミナーのローデータはこちら
快眠セミナーの当日参加者数について、最終の正確な参加者数が把握できていなかったため現在確認中です。
当日はcarefull導入対象外の組織からの参加者もいたため、そちらの分離が可能かも含めて確認しております。
恐れ入りますが、少々お時間いただけますでしょうか。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1ZllTI05v1fKx38_fiixUeyziO_ipj9dA
/edit?rtpof=true

バナーの素材はこちら
https://docs.google.com/presentation/d/1ZUNtEX1SNz5ikRYTxOHr5BVv51h8
DXVd/edit?usp=drive_web&ouid=116141879243553324783&rtpof=true 

1 ケアフル利用者数 2 セミナー満足度

今回のイベントへの満足度を
教えてください

※n=642
7

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1ZllTI05v1fKx38_fiixUeyziO_ipj9dA/edit?rtpof=true
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1ZllTI05v1fKx38_fiixUeyziO_ipj9dA/edit?rtpof=true
https://docs.google.com/presentation/d/1ZUNtEX1SNz5ikRYTxOHr5BVv51h8DXVd/edit?usp=drive_web&ouid=116141879243553324783&rtpof=true
https://docs.google.com/presentation/d/1ZUNtEX1SNz5ikRYTxOHr5BVv51h8DXVd/edit?usp=drive_web&ouid=116141879243553324783&rtpof=true


ケアフルの利用状況 ②

ハイライト

● サービス利用者のうち79.9％が「役に立った」と回答
● ケアフルが心身、生活、対人関係に及ぼした良い影響のうち、24.1%が「自分のことを大切にできるように

なった」、19.8%が「様々なことを前向きになった」と回答

調査項目

実施期間 回 答 数

経済産業省指定項目＋BCBD・nanoniオリジナル項目（50項目）

1月31日〜2月7日（1週間） 569名（男性336名 女性233名）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナーイベント参加者  

現在抱えている健康面の課題に対して、 

どの程度の知識をお持ちですか。１０段階で評価くださ

い。 

Carefullで提供している支援サービスについて、あ

なたのライフ・ワークの役に立ちましたか。  

非常に役に立ちました  8 

役に立ちました  62 

まあまあ役に立ちまし

た  69 

あまり役に立ちません

でした  26 

役に立ちませんでした  8 

全く役に立ちませんで

した  1 

174 

ポジティブ  79.89% 

44.9%

1 2

LASオリジナル  

 

 

今回のCarefullサービスについ

て、について、あなたの心身、生

活、対人関係面に及ぼした良い

影響を具体的に教えてください。  

日常生活に活気   17 

今後も自分自身の人生

に求める大切なもの  
20 

対人関係が円滑   7 

自分のことを大切に   42 

心身に余裕を持って生

活 
24 

自分のペースで効率的

に対応 
28 

様々なことを前向きに   34 

その他  0 

＜デザイン修正中＞

今回のCarefullサービス
について、について、あ
なたの心身、生活、対人
関係面に及ぼした良い影
響を具体的に教えてくだ
さい。

ケアフルが心身、生活、
対人関係に及ぼした良い
影響のうち心身の状況の
改善が約44%　

「自分のことを
大切にできるよ
うになった
(24%)」
「様々なことを
前向き捉えるよ
うになった
(19.8%)」

複数回答のため、棒グラ
フで表現予定

To chisatoさん：
複数回答のため、棒が良
いと思いますが選択肢が
７つ（＋その他）なので
７本たつと微妙な気がし
てるけど、オシャレにな
るならありがたい！
心身、生活、対人、の３
つが設問にあるので３つ
に括ってみる？とかの方
がスッキリ見えるでしょ
うか。（下記データ並べ
替えたものもはってま
す）

心身 

自分のことを

大切に 
42  24.4% 

55.8% 

今後も自分自

身の人生に求

める大切なも

の 

20  11.6% 

様々なことを

前向きに 
34  19.8% 

生活 

心身に余裕を

持って生活  
24  14.0% 

40.2% 
自分のペース

で効率的に対

応 

28  16.3% 

日常生活に活

気 
17  9.9% 

対人 
対人関係が円

滑 
7  4.1%  4.1 

4.6%

35.6%

39.7%

ライフワークへの寄与 ケアフルによる良い影響
今回のケアフルサービスについてあなたの心身、生活、対人関係
面に及ぼした良い影響を具体的に教えてください。

心身状況の
改善

ケアフルが提供してい
る支援サービスについ
て、あなたのライフ・
ワークの役に立ちまし
たか。

※サービス利用者n=174

24.1%

19.8%
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人的資本経営への影響についての考察
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当事者のヘルスリテラシー向上/意識変化（本事業独自調査項目）

現在抱えている健康面の課題に対し

て、 

どの程度の知識をお持ちですか。１０

段階で評価ください。 

事前  事後 

1  6  5 

2  11  6 

3  22  12 

4  13  16 

5  33  40 

6  13  18 

7  22  20 

8  16  16 

9  3  5 

10  1  2 

140  140 

6以上  55  61  110.91%  

アンケートの位置付けとしては下記は全てQOL（ヘルスリテラシー、心身健康）の枠で

Q抱えている健康面の課題に対して、どの程度の知識をお持ちですか
→健康課題の認知レベル（LASオリジナル）です。

それ以外で＜リテラシーの有無＞に分類されているの５問

● （１）「女性の健康についてのたくさんの情報から、自分に合ったものを選ぶことが
できる。」経産省

● （２）「自分の体のことについて、アドバイスや情報を参考にして実際に行動するこ
とができる。」経産省

● （３）「自分の体について、心配ごとがあるときは、医療従事者（医師・保健師・看護
師・助産師等）に相談することができる。」経産省→特段変化なし

＜心の準備の有無＞の質問
● （4）「自分の体について、心配ごとがあるときは、医療従事者（医師・保健師・看護

師・助産師等）に相談することができる。」

このうち「あてはまる」の回答は（１）（２）は微増、（３）は微減、（４）はやや増
なのですが、（４）は周囲のリテラシーになると思われます、、、

下記は全てN140,1回以上使用、事前事後どちらも回答の人

（１）  （２）  （３）  （4） 

「女性の健康について

のたくさんの情報か

ら、自分に合ったもの

を選ぶことができる。」  

「自分の体のことにつ

いて、アドバイスや情

報を参考にして実際

に行動することができ

る。 

「自分の体について、

心配ごとがあるとき

は、医療従事者（医師

・保健師・看護師・助

産師等）に相談するこ

とができる。」  

「職場の女性社員・同僚

が、自分の体について心

配ごとがあるように感じら

れるときは、医療従事者

（医師・保健師・看護師・助

産師等）に相談を促すこと

ができる。」  

事前  事後  事前  事後  事前  事後  事前  事後 

全くあ

てはま

らない 

1  0 

全くあ

てはま

らない 

1  0 

全くあ

てはま

らない 

2  2 

全くあ

てはま

らない 

7  2 

あて

はまら

ない 

11  7 

あて

はまら

ない 

8  9 

あて

はまら

ない 

12  10 

あて

はまら

ない 

13  5 

あまり

あて

はまら

ない 

35  34 

あまり

あて

はまら

ない 

27  25 

あまり

あて

はまら

ない 

34  37 

あまり

あて

はまら

ない 

28  20 

まあま

ああて

はまる 

78  85 

まあま

ああて

はまる 

85  81 

まあま

ああて

はまる 

59  55 

まあま

ああて

はまる 

60  63 

あて

はまる 
11  11 

あて

はまる 
14  22 

あて

はまる 
29  30 

あて

はまる 
25  44 

とても

あて

はまる 

4  3 

とても

あて

はまる 

5  3 

とても

あて

はまる 

4  6 

とても

あて

はまる 

7  6 

Total   140  140  Total   140  140  Total   140  140  Total   140  140 

あて

はまる 
93  99 

あて

はまる 
104  106 

あて

はまる 
92  91 

あて

はまる 
92  113 

（１） 

「女性の健康についてのたくさん

の情報から、自分に合ったものを

選ぶことができる。」  

事前  事後 

全くあて

はまらな

い 

1  0 

あてはま

らない 
11  7 

あまりあ

てはまら

ない 

35  34 

まあまあ

あてはま

る 

78  85 

あてはま

る 
11  11 

とてもあて

はまる 
4  3 

Total   140  140 

あてはま

る 
93  99 

66.43%  70.71% 

ハイライト

● 健康課題を抱えている社員のヘルスリテラシーが 10.9 ％向上　
● 自身の健康課題に対する選択肢に自信が持てる人の割合も 70.7 ％へ増加

現在抱えている健康面の課題に対して、どの程度の知識をお持ちですか。
10段階で評価ください。

1 健康課題の知識

女性の健康についてのたくさんの情報から、自分に合ったものを選ぶことができ
る。

2 健康課題に対する取捨選択

事前 事後 事前 事後

とても
あてはまる

あてはまる
まあまあ
あてはまる

あまり
当てはまら
ない

あて
はまらない

全くあて
はまらない

6 以上の知識向上率
事前→事後 ＋10.9%

あてはまる
66.4%→70.7%

※n=ケアフル1回以上利用者で事前事後どちらも回答した140名（男女）

（人）

（人）
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周囲のリテラシー向上/他者理解（本事業独自調査項目）

この質問はupliftが微妙なの
で左2つのみのグラフ化で大

丈夫です

「女性の健康についてのたくさん

の情報から、職場の女性社員へ

必要な情報を提供することができ

る。 

「女性特有の健康課題について、

アドバイスや情報を参考にし、理

解している。」  

「女性特有の健康課題を抱え

ている際には医療従事者（医

師・保健師・看護師・助産師

等）に相談することが必要とな

ることを理解している。」  

事前  事後  事前  事後  事前  事後 

とてもあて

はまる 
0  0 

とてもあては

まる 
1  0 

とてもあて

はまる 
4  5 

あてはま

る 
4  8 

あてはまる 
5  8 

あてはま

る 
28  30 

まあまあ

あてはま

る 

15  25  まあまああて

はまる 

35  44 

まあまあ

あてはま

る 

34  35 

あまりあ

てはまら

ない 

27  23  あまりあては

まらない 

22  21 

あまりあ

てはまら

ない 

7  5 

あてはま

らない 
20  20 

あてはまらな

い 
13  5 

あてはま

らない 
5  3 

全くあて

はまらな

い 

14  4  全くあてはま

らない 

4  2 

全くあて

はまらな

い 

2  2 

あてはまる  

（ポジティブ）  
19  33 

あてはまる  

（ポジティブ）  
41  52 

あてはまる  

（ポジティブ）  
66  70 

173.68%   126.83%   106.06%  

80  80  80  80  80  80 

ハイライト

● 男性社員対象の質問でもリテラシー向上が確認できた　

※n= ケアフル1回以上利用者で事前事後どちらも回答した80名（男）

女性の健康についてのたくさんの情報から、職場の女性社員へ必要な情報を提
供することができる。

1 女性の健康について情報提供

女性特有の健康課題について、アドバイスや情報を参考にし、
理解している。

2 女性の健康課題についての理解

（人） （人）
73.6%
改善

26.8%
改善

とても
あてはまる

あてはまる
まあまあ
あてはまる

あまり
当てはまら
ない

あて
はまらない

全くあて
はまらない

とても
あてはまる

あてはまる
まあまあ
あてはまる

あまり
当てはまら
ない

あて
はまらない

全くあて
はまらない
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コミュニケーションの活性化（本事業独自調査項目）

セミナーイベント参加者  

女性特有の健康課題による、キャリアへ及ぼす

影響を改善するために、誰かに相談したり、サ

ポートをしてもらったりしましたか。  

事前  事後 

パートナー  52  47 

その他家族親族   34  32 

上司  28  34 
1.2142857

14 

同僚  32  32 

人事  12  11 

経営層  2  2 

産業医  11  8  74 

キャリアカウンセラー   7  5  79 

自治体  1  0 

特なし  56  56 

その他  34  32 

ハイライト

● 上司への相談者数が 20％UP　
           「もっと早く上司に相談すればよかった」「相談してよかった」などの声も

※n= セミナーイベント参加者86名男女（複数回答）

女性特有の健康課題による、キャリアへ及ぼす影響を改善
するために、誰かに相談したり、サポートをしてもらったりし
ましたか。

1 女性の健康課題を改善するために

パートナー その他
家族

上司 経営層 産業医 キャリア
カウンセラー

同僚 人事 自治体 特に
なし

その他

（人）
+20%

12



ハイライト

心理的安全性の向上/社内風土の改善（本事業独自調査項目）

今回のCarefullのサービスについて、あなたの

心身、キャリア、組織に及ぼした良い影響を具

体的に教えてください。  

勤務が身体的に楽に

なった 
2 

勤務が心理的に楽に

なった 
30 

現在の勤務形態での

勤続ができると思った  
12 

昇進　昇格に前向き

になった 
0 

他部署　他職種への

異動を考えなくなった  
1 

職場のその他女性社

員が働きやすくなった  
16 

所属チームのパ

フォーマンスが向上し

た 

5 

組織全体のパフォー

マンスが向上した  
6 

あまり変わらなかった   104 

その他  16 

72 

41.38% 

● 利用者のうち 37.5%が心身やキャリアに及ぼした良い影響を実感 ※1

● 特に「勤務が心理的に楽になった」は15.6％

● 「健康的な生活の向上に対するサポートに満足している」 6.9%増加  ※2

※1   n= ケアフル1回以上利用者で事後回答した174名（男女）複数回答
※2   n= ケアフル1回以上利用者で事前事後どちらも回答した140名（男女）

心理的安全性の向上

社内風土の改善

2 会社の健康支援に対する満足度

所属組織（BCBD）の従業員への健康的な生活の向上に対する
サポートに満足している

（人）

1 利用者への影響

今回のケアフルのサービスについて、あなたの心身、キャリア、組織に及ぼした良
い影響を具体的に教えてください。  

0 20 40 60%

全回答のうち
37.5%

ポジティブ回答

とても
あてはまる

あてはまる
まあまあ
あてはまる

あまり
当てはまら
ない

あて
はまらない

全くあて
はまらない

+6.9%
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労働生産性の向上（本事業独自調査項目）

回答者　  回答者数 
回答者男女比

率 
平均年齢 

全体  140 

女性  61  43.57%  45.8 

男性  78  55.71%  49.4 

無回答  1 

更年期 

事前 

平均損失 

事後 

平均損失 

35-40  52  50 

40-44  46  33 

45-49  34  31 

50-54  36  31 

平均損失  42  36 

ハイライト

● プレゼンティーイズムの損失割合平均 2.4%改善  ※HPQ法による算出 ※1

● 特に更年期世代女性の損失平均 6％改善 ※HPQ法による算出 ※2

※1 n= ケアフル1回以上利用者で事前事後どちらも回答した140名（男女）
※2  n＝42 一般的な広義の更年期35以上〜55以下

1 絶対的プレゼンティーズムの変化（全体）※1

損失割合平均

37.9%
↓

35.5%

損失割合の平均値が2.4%低下し、改善。 事前 事後

2 更年期世代女性のプレゼンティーズムの変化 ※2

更年期世代（35〜55歳以下）損失割合の平均値が6.0%低下し、改善。

35-40歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳

損失割合平均

42.0%
↓

36.0%

事前 事後

改善

（人）（人）
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肯定
78.0%

中立
16.0%

否定
6.0%

社内風土の改善/行動変容（エンゲージメントサーベイ）

66 あなたが選べるとして、あとどのくらい当社で働きたいと思

いますか？

333
88 8 5 +9 * +19 * 0 0

LASさんへの確認事項

このページの記載内容について公開
NGの情報はありますか？

回答数 肯定% 中立% 否定%

10000 
Panaso

nic 
Global 
Total

● 「私は、仕事に関連した研修を受けるために、業務を離れることができる」

○ LAS社女性社員の回答数 334件

ハイライト

● 全88問中「教育・研修」・「健康に関する意識」及び「社員エンゲージメント」について有用性が見られた
エンゲージメントサーベイの実施までに提供できた施策が限定的であるが、LAS社内での積極的な取り組みの後押しもあり
各種アンケート含めた総合的な分析の結果、一定の良い効果は反映されたと考えられる

● 毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
● アンケート前までに提供したサービス

○ セミナー２回と更年期相談室のみ

● ハイライト
○ 全88問中「教育・研修」カテゴリの設問における有用性が見

られた
○ エンゲージメントサーベイの実施までに提供できた施策が限

定的であったため、全体の分析や結論を出すには時期尚早で
あった

調査概要 毎年11月にパナソニックグループ全社で実施

アンケート前までに提供したサービス セミナー２回と専門家相談室１回

1

私は、仕事に関連した研
修を受けるために、業務
を離れることができる

教育・研修の社内風土
2 当社への意識

「あなたが選べるとして、あと
どのくらい当社で働きたいと思
いますか？」

肯定
88.0%

中立
8.0%

否定
5.0%

38 私は、仕事に関連した研修を受けるために、業務を離れる

ことができる

334
78 16 6 +6 * +8 * -1 -2

  パナソニック社全体との比較 +6 %

▸社内のエンゲージメント調査（EOSおよびモチクラ）から、おおよそ以下の視点の効果が見られる。次
ページ（P2-4）以降詳細データをご参考。必ずしもすべて本取組による効果ではないかもしれないが、本
取組の事前・事後調査と合わせてみれば、本取組もプラス影響したと読み取れると思う。

　「効果があった視点」
　
　①ヘルスリテラシー　
　②働き方の革新
　③個の成長・多様化
　④エンゲージメント（事業戦略・経営陣・幹部への信頼）
　⑤組織文化への定着

2 健康に関する意識の変化や行動変容

私は、心身のコンディ
ションを良好に保つこと
を心掛けている

肯定
84.0%

中立
15.0%

否定
1.0%

  2022年との比較 +3 %

※n=BCBD女性社員の回答数 334件 15



女性社員の採用への影響（エンゲージメントサーベイ）

65 私は当社を良い職場であると勧めることができる 1034 59 30 11 -5 * -24 * +2 +1

肯定
59.0%

中立
30.0%

否定
11.0%

16

ハイライト

● 「社員エンゲージメント」分野の中の「採用の強化」に繋がる質問項目についても前年度比 2 ％UP

調査概要：毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
アンケート前までに提供したサービス：セミナー２回と専門家相談室１回

1

私は、当社を良い職場であると
勧めることができる

職場への好感度

  2022年との比較 +2 %

※n=1,034



66 あなたが選べるとして、あとどのくらい当社で働きたいと思

いますか？

333
88 8 5 +9 * +19 * 0 0

● 毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
● アンケート前までに提供したサービス

○ セミナー２回と更年期相談室のみ

● ハイライト
○ 全88問中「教育・研修」カテゴリの設問における有用性が見

られた
○ エンゲージメントサーベイの実施までに提供できた施策が限

定的であったため、全体の分析や結論を出すには時期尚早で
あった

肯定
82.0%

中立
11.0%

否定
6.0%

38 私は、仕事に関連した研修を受けるために、業務を離れる

ことができる

334
78 16 6 +6 * +8 * -1 -2

17

女性社員の定着・離職防止への影響（エンゲージメントサーベイ）

ハイライト

● 「社員エンゲージメント」分野の中の、女性社員の定着および離職防止に繋がる項目でも
   全社と比べて+5 ％、部門別でみた場合でも唯一 80 ％を超える好成績となった

ID 設問 BCBD KABD LVBD 本部直轄 

66 あなたが選べるとして、あとどのくらい当社で働きたいと思いますか？ 82 78 77 79

ID 設問 回答数

肯

定

% 中立% 否定%

10000 
Panasoni
c Global 

Total

好業績

企業平

均

66 あなたが選べるとして、あとどのくらい当社で働きたいと思います

か？

1039
82 11 6 +5 * +14 *

1

あなたが選べるとして、
あとどれくらい当社で
働きたいと思いますか？

職場での継続的な就労意志

  2022年との比較 +5 %

＜参考：部門別＞
82.0%

※n=1,039 ※n=1,039

（%）

調査概要：毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
アンケート前までに提供したサービス：セミナー２回と専門家相談室１回



人的資本開示指標との関連性 戦略マップ

● 当事者のヘルスリテラシー向上：参加者の健康課題
に対する理解度UP

● 周囲のリテラシー向上：男性社員が女性の健康課題
に関する理解度UP

● 精神面での健康の改善：Carefullが及ぼした影響とし
て心身面、生活面での状況がよくなる

● 職場環境の改善・コミュニケーションの活性化上司
への相談増

セミナーイベント参加者  

現在抱えている健康面の課題に対して、 

どの程度の知識をお持ちですか。１０段階で評価くださ

い。 

事前  事後 

1  4  3 

2  7  5 

3  13  7 

4  9  10 

5  20  22 

6  9  13 

7  14  9 

8  10  12 

9  0  4 

10  0  1 

Total   86  86 

スコア平均  3.24  5.44 

Carefullで提供している支援サービスについて、あ

なたのライフ・ワークの役に立ちましたか。  

非常に役に立ちました  8 

役に立ちました  62 

まあまあ役に立ちまし

た  69 

あまり役に立ちません

でした  26 

役に立ちませんでした  8 

全く役に立ちませんで

した  1 

174 

ポジティブ  79.89% 

LASオリジナル  

今回のCarefullサービスについて、について、あ

なたの心身、生活、対人関係面に及ぼした良い

影響を具体的に教えてください。  

日常生活に活気   17 

今後も自分自身の人生

に求める大切なもの  
20 

対人関係が円滑   7 

自分のことを大切に   42 

心身に余裕を持って生

活 
24 

自分のペースで効率的

に対応 
28 

様々なことを前向きに   34 

その他  0 

男性の

認識変

化(男性

限定質

問） 

「女性の健康についてのたくさん

の情報から、職場の女性社員へ

必要な情報を提供することができ

る。 

「女性特有の健康課題について、

アドバイスや情報を参考にし、理

解している。」  

「女性特有の健康課題を抱えている際には

医療従事者（医師・保健師・看護師・助産師

等）に相談することが必要となることを理解し

ている。」 

事前  事後  事前  事後  事前  事後 

とてもあて

はまる 
0  0 

とてもあて

はまる 
1  0 

とてもあて

はまる 
4  5 

あてはま

る 
4  8 

あてはま

る 
5  8 

あてはま

る 
28  29 

まあまあ

あてはま

る 

15  24 

まあまあ

あてはま

る 

35  43 

まあまあ

あてはま

る 

34  35 

あまりあ

てはまら

ない 

27  23 

あまりあ

てはまら

ない 

22  21 

あまりあ

てはまら

ない 

7  5 

あてはま

らない 
20  20 

あてはま

らない 
13  5 

あてはま

らない 
5  3 

全くあて

はまらな

い 

14  4 

全くあて

はまらな

い 

4  2 

全くあて

はまらな

い 

2  2 

あてはまる  

（ポジティブ）  
19  32 

あてはまる  

（ポジティブ）  
41  51 

あてはまる  

（ポジティブ）  
66  69 

168.42%   124.39%   104.55%  

フェムテックの活用により期待ができる人的資本開示指標との関連性戦略マップを作成した

▸本戦略アップで取り上げられた視点に対して、P1で追加したBC事業部で見られた変化（効果）も活用いただければと思います。

▸一方、人的資本経営への影響は、上記マップでは、開示指標との関連性を主に取り扱っているので、人的資本経営のより本質
的な部分への関連性は十分深堀されていないと感じます。

　検討依頼①　人的資本経営のガイド・指針となる「伊藤レポート２．０」にある　「人的資本経営として、求められる人材戦略」の図の３視点、５要素から
　　　　　　　　本取組の意義・効果を示せば、なお納得性が高くなると思う。（使われるデータは変わらないが、ストーリーの組み方について気になりました）

　例：　１）社員のヘルスリテラシー向上効果は、まさに、要素③のリスキル・学び直し（価値観の進化）につなげる
　　　　　→EOS、モチクラサーベイの①ヘルスリテラシー　③個の成長、多様化　効果を活用できる
　　　　　→さらに事前・事後アンケートから、取組前後で「知識・情報への感度の変化」、「キャリア観への影響」、「健康課題への対応行動の変化」の定量検証
　　　　２）周囲のヘルスリテラシー、幹部（上司）への信頼性向上効果は、まさに、要素②の知・経験のD＆Iにつなげる
　　　　　→EOS、モチクラサーベイの②働き方の革新　④エンゲージメント（幹部への信頼）を活用できる
　　　　　→さらに事前・事後アンケートから、取組前後で「女性健康課題への理解、支援の変化」、「職場への評価」の定量検証が可能
　　　　３）社員のエンゲージメント効果は、まさに、要素④従業員エンゲージメントにつなげる
　　　　　→EOS、モチクラも、事前事後アンケートからも定量検証を活用できる
　　　　４）同様に、要素⑤働き方や視点３の企業文化への定着にもつなげられる

　　　

フェムテック活用により期待できる効果 人的資本情報開示への影響

当事者の
ヘルス
リテラシー向上

行動変容の
促進

意識変化
他者理解

コミュニ
ケーション
の活性化

症状の緩和
有症状者の
減少

心理的安全
性の向上

社内風土
の改善

労働生産性
の向上
プレゼンティズム※

女性社員の
定着および
離職防止

女性社員の
採用強化

女性社員の
登用

開示指標例企業課題

この矢印に限らず複数が相互作用効果を持つ
※アブセンティズムについては今回は測定していないため除外

周囲の
リテラシー向上

女性管理職
比率

男女間
賃金の差異

女性管理職
比率

男女間
賃金の差異

平均勤続年数

女性管理職
比率

男女間
賃金の差異

18

エンゲージ
メントの向上

働き方業務効率の改善

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinteki_shihon/pdf/report2.0.pdf


本調査のまとめ

事前調査のハイライト（再掲）

1. 63.9％の女性社員が健康面の課題を感じている

事後調査のハイライト

2. そのうち、仕事・キャリア形成への影響を感じ
る割合は 78.7％

3. 具体的な影響として「業務上、思うように能力
発揮できないと感じる」が 29.2%

1. 健康課題を抱えている社員のヘルスリテラシー
が 4.3% 向上

2. 15.6%が心理的に勤務が楽になった

3. プレゼンティーイズムの損失割合が 2.4% 改善

女性の健康課題支援による人的資本経営への影響

● 「自分の現状を知り自分で管理が出来る・解決出来そうだと思う」ことそのものもエンパワメントする力を持っている
● リテラシーの向上による自己理解・他者理解が進むことでコミュニケーションが活性化され、社内風土の改善に繋がる
● キャリアに対する影響として、心理的に勤務が楽になること、働きやすいと感じることでパフォーマンスが向上したり

職場へのエンゲージメント指数にも反映される

19



伊藤レポートの考察

20



人材版伊藤レポート２.０からみる本取り組みの意義概要

伊藤レポートとは？
概要を説明する
↓
ケアフル導入によって得られた影響
これまでのまとめやデータの補足
↓
伊藤レポートへの考察
P28のまとめ

５．知・経験のダイバーシティ＆インク
ルージョンのための取組  ○ 中長期的
な企業価値向上のためには、非連続
的なイノベーションを生み出  すことが
重要であり、その原動力となるのは、
多様な個人の掛け合わせで  ある。こ
のため専門性や経験、感性、価値観
といった知と経験のダイバー  シティを
積極的に取り込むことが必要となる。  
○ このように、同質性の高いチーム
から多様なチームへと変わるに当
たって は、社内外の協働の在り方を
見直す必要がある。  ○ 知と経験のダ
イバーシティ＆インクルージョンは、
多様な属性を持つ人材  のみならず、
社員全員に関わるテーマである。時
代の変化に伴って、ダイ  バーシティ
の意味合いも変化する中で、人に
よって与える機会に制限をか  けな
い、ということが重要となる。

７．社員エンゲージメントを高めるた
めの取組 ○ 経営戦略の実現に向け
て、社員が能力を十分に発揮するた
めには、社員が  やりがいや働きがい
を感じ、主体的に業務に取り組むこと
ができる環境の  整備が重要である。
その際、企業の理念、存在意義及び
文化の浸透度合い  から、ダイバーシ
ティ＆インクルージョンの達成状況に
至るまで、様々な  要素が複合的に関
係するため、取組と検証を繰り返して
いくことが期待さ  れる。 ○ 特に、企業
や事業の成長と多様な個人の成長
の方向性を一致させていく必  要があ
り、画一的なキャリアパスではなく、
多様な就業経験や機会の提供  を行
うことが求められる。  （１）社員のエン
ゲージメントレベルの把握  ⚫ 
ＣＥＯ・ＣＨＲＯは、中期的な組織力の
維持・向上を目指し、自社にと  って重
要なエンゲージメント項目を整理し、
社員のエンゲージメントレ  ベルを定
期的に把握する。  （２）エンゲージメン
トレベルに応じたストレッチアサインメ
ント ⚫ ＣＥＯ・ＣＨＲＯは、エンゲージ
メントレベルが高い社員に対して、社  
員のキャリアプランと会社のニーズを
一致させる形で、成長に資するア  サ
インメントを提案することで、エンゲー
ジメントの更なる向上につな  げる。

参考：人的資本経営の実現に向けた検討会 報告書 ～ 人材版伊藤レポート２．０～ 21

要素②「知・経験のD＆I」
要素④「従業員エンゲージメント」

これらの要素が相関関係を持ちながら改善

人的資本経営を変革・実現させていくためにどう具体化し実践に移していくかの有用なポイントとして
伊藤レポート２.０の中で提言された「３つの視点・５つの共通要素」の枠組みから見ても
今回のケアフル導入結果は、特に下記２要素に繋がる好影響があると言える

人材戦略に求められる３つの視点・５つの共通要素今回の取り組みで改善した要素（P９~17より)

個人・組織
の活性化

● 当事者のヘルスリテラシー
向上/意識変化

● 周囲のリテラシー向上/他者
理解

● コミュニケーションの活性
化

● 心理的安全性の向上/社内風
土の改善

● 労働生産性の向上
● 社員エンゲージメントスコ

ア

当事者のヘルスリテラシー向上／意識変化

周囲のリテラシー向上／他者理解

コミュニケーションの活性化

心理的安全性の向上
社内風土の改善

労働生産性の向上

社員エンゲージメントスコア



人材版伊藤レポート２.０からみる本取り組みの具体的作用

今回の取り組みで検証可能、かつ改善した要素
①当事者のヘルスリテラシー向上/意識変化
②周囲のリテラシー向上/他者理解
③コミュニケーションの活性化
④心理的安全性の向上/社内風土の改善
⑤労働生産性の向上

人的資本経営のガイド・指針となる「伊藤レポート２．０」 p70 健康経
営への投資・wellbeing より
「多様な健康課題に対応した施策の提供」（女性の健康課題に対応した
施策の提供）をすることで、以下のような成果があった

1. リテラシー向上→行動変容→生産性 
2. やってくれているという認識により知・経験のD&Iにもいい影響を

及ぼす
3. （ヘルスリテラシー向上は、リスキル、学び直しとは文脈が異な

るので割愛）

人材戦略に求められる
５つの共通要素

Well-beingの視点も含め
社員の健康状況を把握し
継続的に改善する取組

個人と組織の
パフォーマンスの向上

フェムテック活用により期待できる効果

当事者の
ヘルス
リテラシー向上

行動変容の
促進

意識変化
他者理解

コミュニ
ケーション
の活性化

症状の緩和
有症状者の
減少

心理的安全
性の向上

社内風土
の改善

労働生産性
の向上
プレゼンティズム※

この矢印に限らず複数が相互作用効果を持つ
※アブセンティズムについては今回は測定していないため除外

周囲の
リテラシー向上

エンゲージ
メントの向上

「社員エンゲージメントを高めるための取組」　P65として

５このうち１と５があてはまる

（１）社員のエンゲージメントレベルの把握 （５）健康経営への投資と 
Well-being の視点の取り込み

(1)も入れてもいいと思うけど、（５）だけの方が良い？

※詳細は戦略マップ参照

※ただし、伊藤レポートにも記載の通り必要な取り組みや効果の作用の仕方は企業によって違うため上記は今回のプロジェクトによるLAS社での結果であることは留意されたい 22

　人材版伊藤レポート２.０における 「社員エンゲージメントを高めるための取組」(P65)における
（５）健康経営への投資と Well-being の視点の取り込み、の分野においてケアフルの効果及び有用性が確認できた

健康経営への投資と Well-being の視点の取り込み　（伊藤レポートP70）

具現化するためのプロセスとしてのケアフル活用

導入

リテラシー
向上など※

取り組み自体の
効果

行動変容・コミュニケーショ
ン活性など 

　個人の尊重がされる安心感
　会社がD＆I、働き方に取り組　
んでいるという信頼感

　多様な個人のニーズや
　状況を把握

社員

企業

労働生産性の向上

能力発揮の
環境を提供

要素④
従業員のエンゲージ

メントの向上

要素②
知・経験のD&I

リテラシー向上等の直接的な効果と改善だけでなく、会社が積極的に取り組んでいるということの認識も
マネジメント層への信頼感や、多様性・個人が尊重される安心感などと繋がっており、エンゲージメント向上への相乗効果がある

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinteki_shihon/pdf/report2.0.pdf


1

私は、事業部（または
事業場）の経営陣を
信頼している

事業部の経営陣への信頼度 2 部署の経営陣への信頼度

私は、部（または室・
センター）の経営陣を
信頼している

従業員のエンゲージメント向上に繋がる上層部への信頼感

76 事業部（または、事業場）の経営陣を信頼している 335 74 23 3 +12 * - +4 -1

77 部（または、室・センター）の経営陣を信頼している 333 74 21 5 +10 * - +3 +2

肯定
74.0%

中立
23.0%

否定
3.0%

肯定
74.0%

中立
21.0%

否定
5.0%

23

ハイライト

● マネジメント層への信頼はパナソニック全社より大幅に高い
● 取り組みが身近で見えたことにより信頼感や安心感がより高まっていると考えられる

23

  パナソニック社全体との比較 +12 %

※n=335 ※n=333

  パナソニック社全体との比較 +10 %

調査概要：毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
アンケート前までに提供したサービス：セミナー２回と専門家相談室１回



14 当社は、心身の不調があるときに必要な支援や配慮を

行ってくれる

1045
77 17 5 +3 * - +3 -

肯定
77.0%

中立
17.0%

否定
5.0%
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ハイライト

● 何か健康課題があっても相談してみようと思える意識付けは、心理的安全性だけでなく、上
司への相談を促し改善のきっかけになる

従業員のエンゲージメント向上へ繋がる心理的安全性

1

当社は、心身の不調があるときに
必要な支援や配慮を
行ってくれる

不調時の支援や配慮

  2022年との比較 +3 %

※n=1,045

調査概要：毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
アンケート前までに提供したサービス：セミナー２回と専門家相談室１回



知・経験のD&Iに向けた「能力発揮の環境」の基礎作り

7 当社の働き方や仕事の進め方は革新的である（業務効率

を向上させるための新技術や創造的な方法を採用してい

る）

337
42 40 18 -22 * -35 * +3 -3

61 私の職場では、国籍・年齢・性別などにかかわらず、全て

の人が公平に扱われている

1042
73 19 8 -3 * -9 * +3 +1

7 当社の働き方や仕事の進め方は革新的である（業務効率

を向上させるための新技術や創造的な方法を採用してい

る）

1044
33 40 26 -20 * -42 * -1 0

7黄色枠
n=337

7 n=1044

肯定
73.0%

中立
19.0%

否定
8.0%

肯定
42.0%中立

40.0%

否定
18.0%

肯定
33.0%

中立
40.0%

否定
26.0%

25

84 事業部長（または、事業場長）は、自部門における働き方や仕事の進め方の改善に向けて積極的に判断・行動している 58 53 54 56 0 -6

25

ハイライト

● 職場での公平性は、男女全体で前年比 +3 %
● 上司の働き方や仕事の進め方は、他部署と比較して上司の取り組みを理解し肯定する割合が高い

1

私の職場では、国籍・年齢・
性別などに関わらず、
全ての人が公平に
扱われている

職場での公平性 2 上司の働き方などの理解

事業部長（または、事業場長）は、自部門における働き方や
仕事の進め方の改善に向けて積極的に判断・行動している

  2022年との比較 +3 %

58.0%

（%）

※n=1,042 ※n=1,039

調査概要：毎年11月にパナソニックグループ全社で実施
アンケート前までに提供したサービス：セミナー２回と専門家相談室１回



本事業を通じて見えた課題と対応策

課題

対応策

本事業の
成果

約5ヶ月のサービス提供を通じて、Femtech活用による「労働生産性」や「エンゲージメン
ト」、人的資本開示指標との関係性を一定示すことができた

エンゲージメントサーベイの実施タイミングまでのサービス提供期間がわずか2ヶ月だった
ため、そこでの有用性を分析するには時期尚早であった

人気の高かったコンテンツの継続や本事業ではカバーしきれなかったニーズへの対応などを
検討し、次年度の各種サーベイへの影響を継続して見ていく

LASさんへの確認事項：こちらのポイントをあげてもよ
ろしいでしょうか。今後も皆様の方でも分析を進める可
能性が高いこと、そしてここに書いたことは経産省事後
報告する義務はないので、載せさせていただいたという
のが背景です

▸　事業の成果、および課題の取り上げ方法について、すこし気になることがあります。
　
　→P５に記載していますが、本取組・事業の成果についての捉え方（ストーリー）についてもうすこし深堀
できればと感じます。

　→取り上げられた課題について、P2-4のとおり、企業内のサーベイ結果からも読み取れた部分がある
と思います。（特にモチクラは、１月実施したもの）
　　　事前・事後のアンケートに類似項目を扱っているので、ここの結果と合わせてみれば、
検証可能。

（★事前・事後のデータ検証は、小職では、まだ間に合わず、もうすこし追ってご連絡できればと思いま
す）
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今後の予定

男性のプレゼンティーイズム損失も

40.5% 存在する（女性 41.3%）

プレゼンティーズム損失割合率（男女別）

事後  女性  男性 

年齢別  平均損失％  平均損失％ 

20-24  53.3  90.0 

25-30  30.0  36.7 

31-34  40.0  40.0 

35-40  52.2  50.0 

40-44  46.3  32.5 

45-49  33.6  31.4 

50-54  36.4  30.9 

55-60  30.0  32.7 

60-65  50.0  20.0 

平均  41.3  40.5 

プレゼンティーイズムの損失割合平均37.9％→35.5%へ改善
※HPQ法による算出
男女別の損失割合は以下の通り（横軸が％、左が人数のヒスト
グラム分布）N１４０（ケアフル1回以上利用、前後回答あり）

現時点では女性の健康課題に主軸を置いているが
今後、男性特有の健康課題についても包括的な改善アプローチが出来るよう検討する

男性 女性

（人）

男性平均
40.5%

女性平均
41.3%

※n= ケアフル1回以上利用者で事前事後どちらも回答した140名（男女）

課題
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お問い合わせ先
hello@xxnanoni.com


